
歴史を中心とした博覧会の開催について 

平成28年２月 

高知県観光振興部 

【資料７】 



博覧会開催の基本的な考え方 

大政奉還150年に当たる平成29年と、 
明治維新150年に当たる平成30年を大きなチャンスと捉え、 

歴史を中心とした博覧会を開催する。 
 
 
 
 

 ＜博覧会開催の３つのポイント＞ 
    
   ①平成の薩長土肥連合などの取り組みを通じ、国内の様々な地域と連携し、博覧会が 
    全国的な盛り上がりとなることを目指す。 
 
   ②県内の様々な史跡などを磨き上げ、地域地域に歴史観光の基盤を整える。 
 
   ③磨き上げた歴史資源と、地域の食・自然などが一体となった周遊コースを作り上げるととも 
    に、地域の産業群となる観光クラスターを整備し、博覧会終了後の持続的な観光振興に 
    つなげる。 
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梼原千百年物語り 

宿毛歴史館 

青山文庫 

ジョン万次郎資料館 

安芸市立 

歴史民俗資料館 

県立歴史民俗資料館 

中岡慎太郎館 

龍馬の生まれたまち記念館 

高知城歴史博物館 
高知城 

 

県立文学館 

坂本龍馬記念館 

自由民権記念館 

四万十市立郷土資料館 

県立美術館 

こうち旅広場 

歴史資源による 

クラスター 

岩崎弥太郎
銅像 

岩崎弥太郎
生家 

安芸城跡 武家屋敷   
安芸歴史散歩 

陶芸体験 

とんぼ玉づくり 

伊尾木洞のふしぎ発見 

 

体験   
 

土居廓中 

野良時計 

書道美術館 

内原野公園 

自然 
その他の観光施設等 

  
安芸駅ぢばさん広場 

道の駅大山 

内原野陶芸館 

 

土産   
ご当地グルメの飲食店 

（安芸まるごと丼） 

廓中ふるさと館 

安芸水産 

県民総選挙選抜店舗 

 

 

 

 

食 

異種資源による 

クラスター 

 

 

 

 

安芸歴史民俗 

資料館 

地域会場 

歴史施設 ２次交通又は 

３次交通による周遊 

２次交通による周遊 

観光クラスター（例） 

クーポン券 

共通ガイド 

クーポン券 

共通入館 

チケット 

※安芸歴史民俗資料館を中心
とした場合のイメージ  

博覧会会場（案） 

赤字はメイン会場（予定） 

緑字はサブ会場（予定） 

黒字は地域会場（予定） 

高知県における博覧会開催に向けた取り組み 
博覧会を通じて、地域地域に周遊コースを整備 

取組 

年度 

トピック 

実施計画等策定 プロモーション展開（「リョーマの休日」から博覧会へ） 

歴史資源の磨き上げ、観光クラスターの整備 地域会場 

●H30.1 坂本龍馬記念館 

    リニューアルオープン（予定） 

●H29.3 高知城歴史博物館    

     オープン（予定） 

博覧会第二幕 

H30.1～Ｈ30.12予定 

博覧会第一幕 

H29.3～H29.12予定 

リョーマの休日キャンペーン  

～高知家の食卓～  「歴史」＋「食」の展開 

ポ
ス
ト
博
覧
会 

史実 

平成28年度 平成30年度 平成29年度 平成27年度 

薩長同盟150年 明治維新150年 大政奉還150年 坂本龍馬生誕180年 

1月 薩長同盟 3月 五箇条の御誓文  9月 明治改元 6月 船中八策  10月 大政奉還 

歴史資源の磨き上げ 

    本物の史跡や展示物が、時代を超えてリアルに感じられるよ 

    う、時代背景や資源の持つ意味が連続性を持って詳細に説明 

    されていること 

    対象者の年齢、嗜好、目的に応じた展示、解説ができている 

    こと（外国人対応を含む） 

    施設周辺の資源も掘り起こし、施設とその周辺も含めて本物 

    の歴史資源、史跡、資料等を見せること 
（１） 

（２） 

（３） 

博覧会の会場（予定） 
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高知観光のサポートアプリケーション運営事業について 

POINT １ 

マップサービスによる観光素材一覧機能 

■観光地情報は2,000件以上 

龍馬パスポート参加施設、県民総選挙選抜店、龍馬ら歴史ゆかり
の史跡、キャンプ場、海水浴場、その他自然景勝地、街路市、お
もてなしトイレ、スポーツ関連施設、会議関連施設、観光クラス
ター参加施設、レンタサイクル情報 

                        など 

 

観光地情報検索機能 

POINT ２ 

POINT ３ 

POINT ４ 

POINT ５ 

目的地までの交通 

経路検索機能 

ナビゲート付き周遊 

コースの掲載 

GPS機能を活用した 

ポップアップ表示機 

能やプッシュ通知機 

能を活用した定期的 

な情報発信機能 

観光客がスマートフォンから高知の観光情報を取得できる、高知観光のサポートアプリケーションを制作・運営する。 
きめ細かな情報提供を行うことで、県内の周遊促進や観光消費の拡大を図る。 

今後の拡張予定 

■各種検索 

・フリーワード 

・カテゴリ 

  （観光スポット、道の駅、 

  体験プログラム等） 

・エリア 

・現在地周辺  など 

■順次対応予定のコース 

・広域エリアの周遊 

・各種まち歩き 

・今後進める観光クラスター 

 周遊      など 

高知観光 

「にこ渕」周辺です 

 

画面はイメージです 

画面はイメージです 

画面はイメージです 

画面はイメージです 

画面はイメージです 

観光案内所 

土産店 

トイレ 

「高知城詳解」など拡張コンテンツ 

  や街歩きナビゲーションなども検討 

画面はイメージです 

■現在地からの検索 

■出発地からの検索 

 

 
端末にポップアップ配信 

アイコンをタップするとコン
テンツの情報を表示 

近くにある施設等が一目
でわかる 
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誘致 
・旅行エージェント、商談会 

・オフシーズン対策 

メイン会場 
・企画展（報告） 
・集客イベント（体験や夜のイベントなど） 

サブ会場 

（こうち旅広場） 

地域会場 

受入 

広報 

 

・オープニング、クロージングイベント 

・ガイドブック、ノベルティグッズ 

・ホームページ、Ｗｅｂ展開 

・新聞、雑誌、ＴＶ、ラジオ 

・他県との連携（他県での実施を含む） 
・平成の薩長土肥連合での取り組み（報告） 
 

受
入
部
会 

・集客イベント 

・龍馬伝幕末志士社中での展示 

・県内の周遊促進 

・企画展（報告） 
・集客イベント 

（
受
入
部
・
誘
致
部
（
国
際
課
）
） 

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ヨ
ン
協
会 

誘
致
・
広
報
部
会 

運
営
委
員
会 

推
進
協
議
会 

（
博
覧
会
推
進
） 

観
光
政
策
課 

お
も
て
な
し
課 

（
誘
致
部
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部
） 

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ヨ
ン
協
会 

（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
博
覧
会
推
進
） 

観
光
政
策
課 

お
も
て
な
し
課 

地
域
観
光
課 

   
・
歴
史
資
源
の
磨
き
上
げ
（
リ
ア
ル
化
） 

   
・
周
遊
コ
ー
ス
の
整
備
（
観
光
ク
ラ
ス
タ
ー
化
） 

報告 

 

 

周遊促進策 

 ・スタンプラリー 

 ・共通チケット 

 ・クーポン 等 

売り込みアイテム 

文
化
推
進
課 

文
化
財
課 

文
化
推
進
課 

文
化
財
課 

・国際対応（全般） 
・リピーター対策 

・二次交通対策（クラスター以外） 

アドバイザー（県外の専門家によるイベント、受入態勢等への助言） 

事務局 

アドバイザー（県外の専門家によるプロモーション、販売等への助言） 
部会にかかわることで 

全国への情報発信に 

つながる人を選定 

部会にかかわることで 

全国への情報発信に 

つながる人を選定 

（仮称）歴史を中心とした博覧会の推進協議会 体制（案） 

歴史資源の磨き上げ（リアル化）  
周遊コースの整備（観光クラスター化） 

準備委員会 

基本計画の策定等 

（H28.2～3） 

・実施計画の策定等 

・事業の広報・ＰＲ 

・関係団体等との調整               等 

アドバイザー 

（県内外の専門家） 

移行 

支援 

市町村等 
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H27年度 H28年度    H29年度 H30年度 

 
 
 
   
   
 

4月        5月         6月       7月        8月        9~2月       3月 4～6月    7～12月  1～3月  4～12月  1～3月1月              2月                3月 

歴史を中心とした博覧会 工程表（案） 

  

    
 

  (第１幕に向けて） 

●市町村説明会 
(広域・地域本部含む) 

プロモーション展開（「リョーマの休日」から博覧会へ） リアル化及びクラスター化の支援制度（補助金）の検討 

 リアル化計画づくり 

（地域会場） 
  アドバイザーを活用しながら、共同で計画を策定 
 

 

※取組の概要 
※支援策の方向性 

凡例 
県の取り組み 

県・市町村・広域共同 市町村の取り組み 

薩長同盟150年 大政奉還150年 

H29.3 （予定）  

 高知城歴史博物館    

 オープン 

H30.1 （予定） 

 坂本龍馬記念館 

 ﾘﾆｭｰｱﾙオープン 

博覧会第二幕 
 H30.1 ～Ｈ30.12予定 

博覧会第一幕 
 H29.3～H29.12予定 

リョーマの休日キャンペーン 
 
   

 ～高知家の食卓～   「歴史」＋「食」の展開 

 観光クラスター 

計画づくり 
（地域会場） 
  アドバイザーを活用しながら、 
 共同で計画を策定 
 

 

・商品造成のアイデア出し 
・プロモーション ・受入態勢 

ポスト 

博覧会 

クラスター化 

シート作成 

●クラスター化 
モデルプラン策定 

（第2幕に向けて） 

博覧会の 
基本計画 
実施計画 

推
進
協
議
会
で
実

施
計
画(

案)

を
検

討
（
リ
ア
ル
化
計
画
及

び 

ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
） 

推
進
協
議
会
で
実

施
計
画(

案)

の
承

認 

歴
史
資
源
の
磨
き
上
げ
（
リ
ア
ル
化
） 

周
遊
コ
ー
ス
の
整
備
（
観
光
ク
ラ
ス
タ
ー
化
） 

実施計画 実施計画 

【クラスター化シート】 

地域ごとの資源の現状把握と、

課題を確認し改善策を導き出す

ために作成 

（主な項目） 

・周辺資源の連携状況 

・二次交通の整備状況 

・着地商品の造成状況 

・情報発信や多言語化 など 

リアル化シートも活用 
・抽出した周辺素材と連携 

基本計画 

リアル化 

シート作成 

【リアル化シート】 

施設や歴史資源ごとの現

状把握と、課題を確認し

改善策を導き出すために

作成 

（主な項目） 

・施設や歴史資源の魅力

と伝えたい内容 

・展示物の解説方法とそ

の情報量 

・外国人受入態勢（Wi-Fi、

多言語化等） 

・他の施設や歴史資源等

との連携状況 など 

●「リアル化シート」による候補素材の 
現状把握と課題確認等 

●整備事業実施 

明治維新150年 

博
覧
会
第
一
幕 博

覧
会
第
二
幕 

※リアル化計画づくり 
（地域会場以外のものでどうしてもH29.3スタートに
間に合わないもの） 

準
備
委
員
会
で
基

本
計
画(

案)

の
承

認 

準
備
委
員
会
で
検

討 

基
本
計
画 

中
間
と
り
ま
と
め 

事業費の 
概算見積 

※開幕までに間に合わなかった
箇所の継続整備 

※開幕までに間に 
合わなかった箇所の 
継続整備 

※開幕までに間に 
合わなかった箇所の 
継続整備 

※開幕までに間に合わなかった
箇所の継続整備 

基本計画：博覧会のコンセプト、博覧会の名称、地域会場、イベント・広報の方針 など 

実施計画：イベント計画、広報計画、リアル化計画、クラスター化計画 など 

◆
本
物
を
感
じ
る
歴
史
資
源
が
地
域
地
域
に
存
在 

◆
観
光
客
の
地
域
周
遊
が
促
進 

◆
国
内
外
で
の
知
名
度
ア
ッ
プ 

活
か
し
た
取
り
組

み 

    
 
 

●整備事業実施 

（第2幕に向けて） 

事業費の 
概算見積 

●市町村説明会 
(広域・地域本部含む) 

※取組の概要 
※支援策の方向性 

事業費の 
概算見積 

県・市町村共同 

    
 
 

●クラスター協議会の設置・運営 

アドバイザーによる観光クラスター化支援 

●整備計画 
[各市町村予算化] 

県内・県外のアドバイザーによるリアル化支援 

【ソフト整備の例】 

 ・パンフレットの充実、多言語化  

 ・観光サポートアプリによる情報発信 など 

【ハード整備の例】 

 ・史跡の復元、当時の街並み再現  

 ・誘導案内等の充実、多言語化 など 

●整備事業実施 ●整備計画[各市町村予算化] 

事業費の 
概算見積 

※観光クラスター計画づくり 
（地域会場以外のものでどうしてもH29.3ス
タートに間に合わないもの） 

●整備計画 
[各市町村予算化] 

●整備事業実施 ●整備計画[各市町村予算化] 

（第1幕に向けて） 

【整備の例】 

 ・パンフレットの充実、多言語化  

 ・観光サポートアプリによる情報発信 

 ・周遊コースの設定 

 ・情報発信の充実 

 ・二次交通整備 など 
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